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帝塚山学院高等学校音楽コースを経て、神戸女学院大学音楽学部声楽専攻卒業後、同大学院音楽研究科修士課程を修了。2013 年秋に渡仏、2016 年度セル
ジー・ポントワーズ地域圏立音楽院を審査員満場一致の最優秀成績で修了、また室内楽クラスにおいても最優秀の成績を修めた。渡仏後は、フランス歌曲
を中心に研鑽を積みながら、フランス国民美術協会主催のコンサート（於ルーブル美術館）や、バルビゾン市主催の「ミレーへのオマージュコンサート」
など数々の演奏会に出演。メゾン・ド・キソや、パリ日本文化会館における催事にも招待され、日本歌曲やフランス歌曲の演奏を行う。また、室内楽での
フランス作品演奏にも力をいれ、2016 年夏にはブダペスト（ハンガリー）で演奏会を開催し好評を博した。コンクールでは第 12 回 KOBE 国際音楽コンクー
ル優秀賞・審査委員長賞、第 2回岐阜国際音楽祭コンクールにて岐阜市教育委員会賞受賞。2014 年にはフランス、ル・マンにおけるフランス歌曲コンクー
ルにて第 3位（2位なし）など。マスタークラスにも積極的に参加し、2015 年ニース国際アカデミーにてディプロム取得。2016 年白井光子氏による選抜
デュオ（声楽・ピアノ）のための歌曲講習会に主催協会の奨学金を得て参加（仏・トゥーレンヌ）、2017、2018 年にはトゥールにおいてフランソワ ル・ルー
率いるフランシス・プーランクアカデミーを修了。スザンナ ( フィガロの結婚 )、クナーベ ( 魔笛 )、2018 年 10 月には大阪文化芸術フェス共催 日本オペラ
「藤戸」に子供役で出演。 宗教曲では、フォーレ「レクイエム」、ベートヴェン「第九」ソリストとして出演している。現在、京都市立芸術大学大学院博士
（後期）課程に在籍。これまでに、欅田真須子、Marie-Claude SOLANET、Jean-François ROUCHON、小濱妙美の各氏に師事。
京都フランス歌曲協会、関西歌曲研究会会員、関西二期会準会員。大阪芸術大学演奏学科非常勤講師。
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マニュエル・ロザンタル　Manuel ROSENTHAL   (1904-2003)
《マリー・ルスタンの詩による3つのメロディー　

Trois mélodies sur des poèmes de Marie Roustan》

ミッシェル・ドゥクスト　Michel DECOUST（1936-）
《カフェ・テアトルより　Extraits de “Café-Théâtre”》

フランシス・プーランク　Francis POULENC（1899-1963）
《偽りの婚約　Fiançailles pour rire》

モーリス・ラヴェル　Maurice Ravel  （1875-1937）
《シェエラザード　Shéhérazade》

マニュエル・ロザンタル　Manuel ROSENTHAL 
《ムッシュー・ブルーの歌　Chansons de Monsieur Bleu》
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